
小机城跡（横浜市） 築城年代：室町時代中期、築城者：上杉氏

　　JR横浜線の小机駅ホームから西方向を見ると小机城跡が展開する丘陵が見える/右手に本丸や二の丸、左手には古城跡か所在する



　　縄張図/城跡はJR横浜線と第三京浜(縱線)により分断されてしまっているが、遺構は良好に残っている/南側の金剛寺の辺りが古城跡





　　　前方が本丸や二の丸が所在するエリア/手前に「小机市民の森」という行き先表示が立っている





小机城跡(横浜市)/12世紀以降、関東管領上杉氏によって築かれたようだがその後、茅ヶ崎城跡と同様に小田原北条氏によって堅固な縄張に
改変されたと云う/現在は「小机城址市民の森」という公園として保存整備されている



　　　この辺りは根古谷のエリア



　　　その少し左手にはJR横浜線が通っており、右手に本丸や二の丸、左手には古城跡か所在する



　　　　こちらが古城跡/12世紀以降、最初に関東管領上杉氏によって築かれたエリアがここのようだ



　　　少し進むと第三京浜の高架が見えて来る/その手前を右手に入って行く



　　　小机城址への案内がある



　　　　　　ここを登って行く/この辺りも根古谷のエリア



前方は竹林となっている/右手に進む



説明坂、標柱とトイレの建物が見える





　　　　　　　見上げるとかなりの急斜面となっている





　　　　　そこで振り返って今来た方向を見ると線路の向こうに古城跡が見える



　　　　　　アップで見たところ



　　　　　さて、根古谷から左手に本丸広場へと進もう



　　　遊歩道が整備されている/一面が竹林となっている



　これは右手の竹林を見上げたところ



　　　　　　これは左手の竹林を下から見上げたところ



　　　遊歩道は右手に折れて行く



　　そして遊歩道はこの先で右手（東方向）と左手（西方向）の二股に分かれている



　　　　　　振り返って竹林を見たところ/平場のようになっている所があり、腰曲輪なのかも知れない



　　その左手を見たところ/腰曲輪の雰囲気が感じられる



　　　　　　さて、二股の右手（東方向）を進むと大手とされる所に出るようだが、後程行ってみよう



　　まずは反対の西方向へと進もう



　前方を右手に折れると本丸がある



　　　　　　ここを右手なのだが、左手は第三京浜の高架の所へ下りて行くルートで、正面は本丸虎口の手前にある浅い堀



　　こんな浅い堀であるが、馬出しのような一寸した平場（右手）を取り巻いている



　　こんな風に右手に回り込んでいる



　　　　　　さて、こちらが右手の本丸方向/左手が今の馬出し/前方に本丸の模擬冠木門が見える



　　ここは本丸への虎口/土橋を渡った向こうに模擬冠木門が見える/土橋の両サイドは本丸を囲む空堀





　　　　右手の空堀を見たところ



　　　　左手の空堀を見たところ



　　　　　模擬冠木門の向こうが本丸/両サイドは土塁



　　　　振り返って土橋を見たところ/折れを持っている



　　　　　　そこで右手を見たところ/土塁が続いている



　　　　　同じく左手を見たところ/土塁が続いている/左手前に標柱が見える





　　土塁の先をアップで見たところ



　　これは北西側から本丸を見たところ



　　　　　　左手を見たところ



　　　右手を見たところ/本丸の周囲を土塁が回っている



　　　　　　これは本丸側から模擬冠木門を見たところ



　　ここが一応、本丸とされているが二の丸が本当の本丸ではないかとも云われる

　



　　　　　　左手から見たところ



　　　　　　右手から見たところ



　　　　少し退いて見たところ/土塁の感じが見て取れる



　　　本丸の南東隅の土塁上から北西方向を見たところ/説明坂が立っている



　　　　左手に土塁を見たところ



　　同じく右手に土塁を見たところ



　　　両面に説明が記されている



　　　城郭全体を二重土塁が取り巻く縄張で小田原北条氏特有の築城法になっており、茅ヶ崎城とも共通するようだ





　　　裏側







さて、次は本丸から東方向の櫓跡・井楼跡・二の丸へと進もう



　これは本丸から土橋越しに、二の丸の井楼跡手前にある櫓跡（土塁）を見たところ



　櫓跡（土塁）手前の両サイドは空堀





　　　　　　土橋を見たところ



　　　　　　左手を見たところ



　　　　　　右手を見たところ



　　その櫓跡（土塁）から振り返って本丸方向を見たところ



　　　　　　土橋を見たところ



　　　　　　左手を見たところ



　　　　　その先はこんな塩梅



　　　　　　右手を見たところ



　　　　　その先はこんな塩梅



　　振り返って東方向を見ると二の丸の井楼跡が見える



　そこで右手の櫓跡（土塁）を見たところ/右手に矢倉跡と記された標柱が立っている



そこを進んでみる（南方向に進む）/左手に説明坂が立っている



櫓台、矢倉台と表記は変わるが、いずれにしても見張り台の機能を有した土塁である



　　　　　その先はこんな塩梅で、下に空堀が見える



　そこで振り返って北方向を見たところ



　　　　左手を見下ろしたところ



　　　　右手を見下ろしたところ



　　　　　　さて、今度は反対の土塁上を進んでみよう



　　　　　　馬の背のような土塁



　　　　　その先はこんな塩梅



　　そこで左手を見下ろしたところ



　　同じく右手を見下ろしたところ



　　　　　堀底へ下りてみよう



　　　　　空堀の向こうは本丸



　　　　右手を見たところ/前方の階段で本丸に登れる



　　振り返って今の土塁を見たところ



　　その右手を見たところ/空堀の向こうに先程見た本丸にあった説明坂が見える



　　　その空堀を土塁に沿って見たところ/右手が本丸



　　さて、ここが二の丸の井楼跡



振り返ると土塁（櫓台）が見える/右手にも説明坂が立っている



　ここでは土塁という表記になっている



　　　　左手を見たところ/こちらへも下りて行けるようだが、後程行ってみよう



　　　　　　右手を見たところ



　　同じくこちらへも下りて行けるようだが、後程行ってみよう



　　さて、ここは井楼跡でその向こうに二の丸広場が見える



　左手を見ると、これが井楼跡の櫓台





　　　　これは振り返って土塁方向を見たところ/このエリアが井楼跡と云う事か



左手を見たところ/説明坂が立っている





　　　さて、これは井楼跡の櫓台を反対側から見たところ





　いやはや、同じものが何枚もありすぎ



　　　　　櫓台に登ってみよう





　　　　　反対側から見たところ



　　　　　　そこから西側を見下ろすと空堀が見える



　　同じく東側を見ると、ここが二の丸



　　　　こちらは二の丸の北側



　こんな塩梅



　　　　　北東隅から二の丸を南西方向に見たところ



　二の丸の南東隅にこんな所があった



　　　　下りてみるとこんな塩梅



　　これは竪堀なのかも知れない



　　　　　右手から見たところ/いかにもと云った塩梅



　　そこで右手下を見ると腰曲輪と思える平場が見える



　さて、次は先程の井楼跡手前にあった北側へ下りる階段から二の丸の堀底を時計回りに半周してみよう



ここを下りて進む



　　右手は二の丸、左手が土塁/正面は北側の二重土塁



　　　　　　右手に二の丸を時計回りに半周する/左手に進むと本丸へ至る



　こちらが右手



　こちらが左手



　　　左手の方向を見たところ/前方は本丸/両サイドは土塁でその間は空堀





　さて、右手の遊歩道（空堀）を進もう/左手は北側の二重土塁、右手が二の丸/右端に説明坂が立っている





　振り返って見たところ/左手が二の丸、右手と正面は土塁/左手の階段を登ると井楼跡、右手へ行くと本丸



　　　　　　更に進もう/少し先の右手に階段が見える



　　この階段を登ると二の丸に至る



　更に二の丸（右手）を右手に回り込む



　　左手の二重土塁を見たところ



　　右手の二の丸の城塁を見たところ



　　更に北側に回り込んで進む/左手に説明坂が立っている





　　更に進む



　　　そこで左手を見ると「この先私有地につき立入禁止」と記された扉があった/説明坂によるとこの先に櫓台があるようだが



　振り返って二の丸の城塁を見たところ



　　　　そこで左手を見たところ



　　　　同じく右手を見たところ



　　更に回り込むと前方に階段が見える/右手は二の丸の城塁、左手は二重土塁



　　この階段を登ると二の丸に至る



　　　　　　左手の先を見ると緩やかに下がっている



　　こんな塩梅



　　下の方には平場があるようだ/説明坂では二の丸を取り巻く帯曲輪のようだが



　　　さて、階段を登ってみよう



　二の丸に出た



　　　　　　さて、次は井楼跡手前から南方向に土塁に沿って下りて、南側の空堀へと進んでみよう



　　　　ここを左手に下りて行く



　　　　　左手に平場が見える



　　　　前方の右手に土塁を回り込む様に空堀が見える



　　左手の平場（二の丸南側の腰曲輪のようだ）を見たところ/左手は二の丸手前の井楼跡のあった城塁



　　　　　　この右手が空堀



　　　まっすぐ進むと大手のようだが、後程行ってみよう



　　　　さて、ここが右手の空堀





　　　　　　この南側の空堀を西方向に進んでみよう



　　右手は本丸と井楼跡の間にあった土塁（櫓台）/左手はその外側にある二重土塁



正面は本丸の城塁で、空堀はここで左手方向の本丸南側の空堀と、右手方向の本丸と右手の土塁（櫓台）との間の空堀に枝分か
れしている



こちらが右手方向の本丸と右手の土塁（櫓台）との間の空堀



　そこを少し進むと本丸と土塁（櫓台）との間の土橋が見える



　そこで左手（本丸方向）を見たところ



同じく右手の土塁（櫓台）を見たところ



　振り返って南方向を見たところ/左手が今進んで来た空堀/右手が本丸南側の空堀



左手の今進んで来た空堀を見たところ



　　　　　　同じく右手の本丸南側の空堀を見たところ



　　では、右手の本丸南側の空堀を西方向へ進んでみよう



　　すると前方に最初に渡った本丸虎口の土橋が見える



　　こんな塩梅/土橋の右手に本丸の模擬冠木門がある



　振り返って今進んで来た方向を見たところ/左手が本丸、右手は外側の二重土塁



　　　さて、空堀を元の場所まで引き返し、大手とされる南方向へ進んでみよう



　平場となっていて、小さな社がある



　　　　こんな塩梅/平場に進んで振り返って見たところ



　　　　　　その左手を見たところ/正面の遊歩道を西方向に進むと一番最初に本丸方向と枝分かれした二股の所に出る



　　　その更に左手を見ると南下にも平場があるようだ/トラロープが張ってある



　　　　　こんな塩梅/左手に鳥居と石祠が見える/こちらからのアクセスが大手道であったのだろうか



南下に下りて、その鳥居と石祠を見たところ/ここは民家の裏庭になっており、民家の守り神であるようだ/そのためのトラロープか



さて、二の丸を時計回りに半周した遊歩道（空堀）から西方向に分かれる本丸方向への遊歩道（空堀）を進んで、本丸北側下の
空堀と帯曲輪を見てみよう



　　　　この本丸方向への遊歩道（空堀）を進む/前方に本丸の城塁が見える



　　　正面が本丸北側下の空堀/左手が本丸の城塁、右手は北側の二重土塁



　　　その空堀の先はこんな塩梅



　　遊歩道から本丸へ登ったところ



振り返って登って来た階段を見たところ



その左手を見ると説明坂が立っている



　　　　　　その更に左手を見たところ/正面は本丸北側を回る土塁/この右下は本丸北側の空堀



　　　　　その本丸北側の空堀を見下ろしたところ/空堀の向こうは二重土塁



　　堀底に下りて東方向を見たところ



その先はこんな塩梅で前方に二の丸の城塁が見える/右手は本丸、左手は二重土塁



　　　　振り返って西方向を見たところ/左手が本丸の城塁、右手が二重土塁



　　　その先に進んでみたところ



　　　　　　この先は第三京浜の道路が下の方に見える/本来はこの先にも空堀が本丸を取り巻くように続いていたらしい



　　　　　これはそこで振り返って東方向を見たところ



　　元の場所に戻り左手を見ると二重土塁に切れ目がある/右手は本丸の城塁



　　こんな塩梅



　その先を見ると下に平場が見える



　　　　　その平場に下りて右手（東方向）を見たところ



　　振り返って西方向を見たところ/ここは帯曲輪のようだ



　その先に進むと右手は斜面となっている/左手は二重土塁



その右手の斜面を下りて見上げたところ/右手は第三京浜の道路が下の方に見える



　　　　　そこで左手を見たところ/このレベルも緩やかな平場となっている/これらも帯曲輪のようだ



さて、それでは本丸虎口手前から第三京浜で分断されてしまった西側の城域にある富士仙元（櫓台）及び古城のあった金剛寺へと進んでみよう



　　　　本丸虎口手前から左手前方へと進んでみよう



　するとその先に堀切と土橋がある



　土橋を渡って振り返って見たところ



　　　　そこで左手を見たところ



　　　　同じく右手を見たところ



　　　その先に進もう/ここから階段を下りる/フェンスの右手は第三京浜が走る



　　階段を下りて振り返ったところ



　左手には古城跡のエリアが見える



　　右手には第三京浜を潜るJR横浜線の線路が見える



　　　　　第三京浜のトンネルを潜ってこの階段を登る



富士仙元と記された標柱が立っている



　　そこから東方向に小机城跡が見えた/下は第三京浜



　　　　　　左手を見たところ



　　　さて、南方向に進んでみよう



　すると前方に大きなマウンドがある



　これが富士仙元（櫓台）/江戸時代に富士浅間信仰の富士塚として扱われたようだ



　　　　別の角度から見たところ



　　　ここから頂部に登ってみよう



登り口にこんな石碑があった/「大天狗　小天狗　小御嶽石尊大権現」と記されている



　　　　　　頂部にも石碑が立っていた/「富士仙元大菩薩」と記されている



　　さて、更に南方向に進んでみよう



　　　　前方に平場がある/ここも城域の一部のようだ



　　　結構な広さだ/両サイドは急峻な斜面となっている



更に南方向へ進む/前方が堀跡と云う



　　振り返ってその堀跡を見たところ



　　　　　住宅開発でこの地盤はかなり削られているため、堀跡と同レベルとなってしまっているようだ



　　振り返ってみると正面の地山が元々の地盤で、住宅開発のためこのレベルまで削られてしまったらしい



　　　さて、ここは古城跡のエリアとされる金剛寺境内







　　　本堂





　　　　　　本堂の裏手（西側）はこんな塩梅で古城跡の様相が見て取れる



　　　　　こちらから登ってみる



　　この斜面の感じが古城跡の城塁の名残りと云うことか



　　　その斜面の上にある墓地/前方の地山の背後に第三京浜が走っている



　　　　北側を見下ろすと平場のようなエリアが見える



　　　　その平場の向こうにJR横浜線の線路が見える



これはそこから東方向を見たところ/日産スタジアムが見える
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